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行 政 相 談
役 所のしこ とて、【引ったこと

や 苦哨 ・ご 意 に があ り ま した
ら、お 布せ くたさい。
専門の行政衵駁0かお受けし

ます。相談は隘U叭二公硬囗、
午後1時～4時　区役所l 階【く
民札l談室。

≪月2回{ 51l 、2川j }発i J ≫

区長、議長　各方面に陳情

交通基盤の整備をめざして
区民の願い 鉄道新線誘致

区では着々と生活基盤の整備を進めて
いますか、住みよいまちづくりの実現に
は便利な交通かI必要です。
もっと便利な足を! という思いは足立

区民の長年の願いでもあります。新しい
鉄道の誘致を皆さんとともに進めていき
ましょう。

K
民
の
願
い
で
あ
る
足
し
区
の

跫
唖
逎
疎
地
域
を
解
消
す
る
た

め
、
区
西
部
地
域
に
心
‥
人
新
・
s
　

(
仮
袮
ゝ
を
、
ま
た
、
堂
磐
線
の

混
雑
を
縋
栩
す
る
た
め
区
啝
乱
鷏

域
に
、
、
帛
磐
方
㈲
新
汐
阪
睥

を
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
剛
化
お
よ

び
建
設
に
つ
い
て
、
・
い
閲
実
現
を

頤
っ
て
、
足
ひ
、
眤
川
、
台
啝
、
y

代
田
の
四
区
の
卜
長
、
川
ぐ

、

荒
川
の
両
区
議
会
議
長
が
去
る
十

一
月
二
4
。九
日
、
連
輸
省
を
た
す

ね
、
山
卜
遲
輸
人
臣
に
陳
妁
し

、

要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
ミ

こ
れ
ら
、
四
区
の
強
い
要
望
と

肖
凵
同
行
さ
れ
た
、
l
a
K
出
身

の
舩
岡
代
農
L
を
始
め
、
関
係
区

の
代
議
士
の
ぢ
々
の
熱
の
こ
も
っ

た
説
閲
に
対
し

、
山
ド
渊
輸
人
以

は
、「
こ
嗣
旨
に
添
え
る
よ
う
蜀
刀

し
た
い
」
と
、
陳
吶
団
に
句
し
、

幻
柬
し
ま
し
た

。

つ
ぎ
に
、
同
石
内
交
通
訂
圃
課

を
た
す
ね
、
冲
幢
政
系
審
議
余
啝

引
咽
乱
巾
食
涌
部
会
ふ
&
い
余
委
『

い
長
あ
て
、
‥
「
工
旨
の
要
望
潛
を

f
侭
し
ま
し
た
、

さ
ら
に
、
中
叭
胤
庁
を
お
と
す

れ
、
鈞
木
乱
矧
乎
あ
て

、
要
望
書

を
手
渡
し
、
要
請
を
し
ま
し
た
。

足
し
区
は
、「
交
通
施
設
の
と
と

の
っ
た
仙
利
な
ま
ち

」つ
く
り
を

圦
私
計
圃
の
大
き
な
哇
に
か
か

け
、
取
り
紕
ん
で
い
ま
す
。

ぺ
。
峻
の
-
誘
致
迎
齠
を
、
ド
・
民
の

り
々
と
杙
に
、
推
延
し
て
い
き
た

い
と
芍
え
て
お
り
ま
すA

へ
に
川
裂
V

今日 も働きつづけ る足立の動脈

足
立
区
職
員
の
給
与
等
の

公
表
2面

国籍法・

戸籍法の

改正について

国
栖
法
お
よ
び
八
哨
法
が
昭
和

六
卜
年
一
月
一
凵
か
ら
次
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
す

。

◎
父
母
両
系
主
義
の
採
用

生
ま
れ
た
時
に
、
父
母
の

。方

が
日
本
人
で
あ
れ
ば
。
そ
の
f
は

日
本
の
国
籍
を
取
財
し
ま
す
。

◎
ニ
重
国
籍
の
防
止
・
解
消

父
に
両
系
主
義
が
採
m
さ
れ
ま

1
と
、
二
徼
国
硝
に
な
る
・
r
か
多

く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
韓
国
人

人
・
凵
春
人
妻
の
廴
婦
か
ら
生
ま

れ
た
子
は
、
幃
国
の
国
笥
と
口
爪

の
国
籍
を
取
寿
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
求
す
。
そ
こ
で

、
次
の
よ

う
な
重
国
稿
防
止
の
た
め
の
制
度

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

①
国
籍
の
留
保
制
度
の
適
用
範
囲

の
拡
大
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
ブ

ラ
ジ
ル
等
そ
の
国
で
生
ま
れ
た

f
に
国
羂
を
与
え
る
こ
と
と
し
　

て
い
る
国
で
生
ま
れ
た
場
合
だ

け
で
な
く
、
砲
外
に
お
い
て
出
　

勹
し
た
子
が
こ
唄
国
睹
と
な
る
場
合

の
す
ぺ
て
に
つ
い
て
、
出

乍
畄
と
岡
時
に
日
木
国
睹
を
留

保
す
る
届
出
を
し
な
け
れ
ほ
、

凵
本
の
囚
珸
を
失
う
こ
と
に
な

り
ま
す

②
国
籍
の
選
択
制
度
の
新
設
　
二

咀
国
藕
者
は
、
陬
則
と
し
て
、

二
ト
ニ
歳
に
な
る
ま
で
に
日
本

の
国
扁
か
、
外
国
の
国
羂
か
の

い
ず
れ
か
を
選
択
し
な
け
れ
ほ

な
り
ま
せ
ん
。
日
収
の
岡
豬
を

選
択
す
る
に
は
、
外
国
の
国
柄

を
離
晩
す
る
か
、
ま
た
は
ズ
日

本
の
囚
睹
を
送
呎
し
、
か
つ
外

囚
の
国
堵
を
放
棄
す
る
ド
旨
の

送
択
宣
言
を
巾
K
町
村
長
に
川

け
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す

◎
帰
化
条
件
の
改
正

凵
淞
人
と
岾
婚
し
た
外
国
人
の

帰
化
条
件
は

、
外
国
人
が
夫
で
あ

る
か
妻
で
あ
る
か
で

、
居
什
な
ど

に
差
異
が
あ
り
ま
し
た
が
、
改
正

法
で
は
、
こ
れ
を
同
一
に
し
て
、

原
則
と
し
て
二
乍
し
上
H
本
国
内

に
m
。
庄
し
て
い
る
こ
と
か
必
要
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
帰
化

申
誚
者
の
生
活
能
り
に
つ
い
て

は
、
匪
帯
中
倥
で
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
届
出
に
よ
る
国
籍
の
取
得

父
ほ
両
系
工
義
は
、
昭
和
枉
卜

几
乍
ト
ニ
リ
三
卜
曰
よ
で
に
t

ま
れ
た
子
に
は
適
刷
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
国
際
結
婚
を
し
た
H
本
人
攵

性
の
f
で
、
改
卍
広
芦
り
の
日
に
二

卜
歳
禾
蹣
で
あ
る
f
は
、
三
陌

以
内
に
、
法
務
人
臣
に
届
け
出
る

こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
国
哂
を
取

得
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

◎
国
際
結
婚
し
た
人
の
氏
の
変
更

改
正
法
で
は
、
外
国
人
と
結
婚

し
た
人
か
痢
望
す
る
と
き
は
、
砧

婚
の
凵
か
ら
六
ヵ
川
け
内
に
巾
卜

町
村
長
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
外
国
人
配
偶
者
と
同
じ
氏

必

昨
叭
は
使
え
ま
せ
ん
一

を
乙

の
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
法
務
し
卩
睹
課

'
　
'
四
上
(…
…
…
ま
た

は
、区
簗
一
戸
羂
係
(
　
八
圦
二

I
匸
匸
)
、第
二
リ
羂
匳
(
　
l

圦
ぺ
几
一
六
一
)
ヘ
ご
へ
。

区
民
農
園
利
用
者
募
集

手
作
り
野
菜
は
い
か
が

(
都
市
農
業
公
園
内
)

区
民
の
皆
さ
ん
に
、野
氣
作

り
を
通
し
刄
L
や
緑
に
躅
し

ん
で
い
た
た
こ
う
と
、に
民
農

園
の
利
用
名
を
醇
t
し
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
塲

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

。

募
集
す
る
農
園
　
制
巾
晨
業
公

図
区
民
晨
園
言
区
画
)
・
:

鹿
浜
二
円
四

申
込
資
格
　
卜
内
企
ぼ
の
哄
帯

で
、
耕
酊
籾
が
な
く
園
芙
に

熱
意
の
あ
る
世
帯

利
用
条
件
　

▼
野
英
や
花
の
栽

培
に
限
り
ま
す
　
▼
柿
哨
・

肥
料
な
ど
は
自
己
負
担
で
す

利
用
期
間
　
昭
和
六
卜
乍
二
月

卜
句
～
六
卜
一
年
一
月
汞
囗

使
用
料
　
屁
f
円
(
使
川
科
は

返
還
し
ま
せ
ん

。

申
込
方
法
　
必
ず
哇
魘
(
ガ
キ

で
、都
巾
獎
y
公
園
区
民
農

豈
希
望
、匣
帯
主
名
、住
所
、

家
族
貨
6

民

名
・
年
齡
)
、

電
謡
累
号
を
記
人
し
、
申
し

込
み
の
こ
と
。
ま
た
、
挧
帯

に
六
卜
歳
は
L
で

、
利
Ⅲ
す

る
力
が
い
る
場
乙‥は
、
と
人

コ
ー
ナ
ー
希
望
と
記
入
し
て

く
だ
さ
い

※
な
お
、一
部
午
前
巾
曰
影
に

な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
、現
地
を
碓
認
の
う
え
申
し

込
み
く
た
さ
い
。一
世
帯
で
屯

吻
の
申
し
込
み
は
無
秡
ま
た
、

他
の
区
民
晨
圃
を
倡
り
て
い
る

力
も
甲
し
込
め
ま
せ
ん

申
込
期
限
　
トー
リ
二
ト
ヘ
囗

・
哂
日
消
印
石
幼
ゝ

申
込
・
問
合
せ
先
　
x
民
生
活

係
へ
〒
千
住
一
四
-
一

ヘ
ー

都 市 農 業 公園

散歩みち
( じ んがんな祭・大乗院)

毎
年
一
月
匕
日
に
な
る
と
、

八
粟
院
(
西
保
木
間
二
-
一
り

で
は
、
じ
ん
が
ん
な
祭
が
行
わ

れ
ま
す

。「
じ
ん
が
ん
な

」と
は

一
。蛇
の
瞞
一
の
転
化
と
い
わ
れ
、

当
日
9

朝
か
ら
長
さ
約
六
・
五

㍍
の
わ
ら
の
大
蛇
が
つ
く
ら

れ
、
住
職
の
祈
祷
の
後
、
木
に

か
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
応
に
の
乱
の
頃

、
峨

い
の
火
亊
で
薬
師
如
采
の
使
い

と
さ
れ
た
白
蛇
が
い
な
く
な

り
、
飢
無
や
思
病
が
流
行
し
た

の
で

、
白
蛇
の
婁
を
慰
め
る
た

め
、
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
わ
ら
の
大
蛇
は
そ
の
唆
一

年
間
木
の
上
に
あ
り
、m

を

守
つ
て
い
ま
す
。

(
竹
の
塚
駅
か
ら
徒
歩
約
二

卜
分
)

入室児

募集

区

立

学

童

保
育

室

昭
和
六
十
年
四
月
入
富
の
児

童
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
保
護
者
が
働
い
て
い
た

り
、
長
期
の
軻
気
等
の
た
め

に
ド
校
後
の
児
童
の
面
倒
を

み
る
こ
と
が
で
さ
な
い
方

対
象
　児
童

四
月
か
ら
小
学
校

。上
二年
生
に
な
る
児
璽

定
員
　
一
保
台
室
あ
た
り
四
十

名
保
護
者
負
担
金
　
月
額
二
千
三
百

円
(
児
葷
一
人
分
)

申
込
期
間
　
一
月
七
日
廴
一
十

三
日

申
込
方
法
　
申
請
瘠
、調
査
書
、

助
務
証
明
書
甬
紙
は
各
保

育
室
に
あ
り
ま
す
)
、印
か
ん

を
持
尠
し
て
直
接
、
希
望
す

る
保
育
室
へ
申
し
込
み
の
こ

と
※
私
立
み
ど
り
学
欟
保
齊
ク
ラ

ブ
(
興
木
小
学
校
内
S
八
九
八
-

七
二
四
〇
)
に
入
室
希
望
の

方
は
、
匱
接
ク
ラ
ブ
に
問
い
合

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
保
塚
(
セ
ン
タ
ー
用
地
内
)

学
童
保
育
室
は
、
四
月
か
ら
保

塚
児
童
館
に
移
り
ま
す

。

問
合
せ
先
　
希
望
す
る
学
童
保

齊
室

学 童保 育室一覧 表
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公表します

区職員の給与等の実態
職
員
の
紿
与
等
の
実
態
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

職
員
の
紿
与
は
、
二
十
三
区
共
問
で
設
皿
し
て
い
る
特
別
区
人
事

委
員
会
が
、
毎
年
特
別
区
内
の
昃
聞
企
業
従
業
員
の
紿
与
実
鵬
を
調

査
し
ご
」
れ
と
職
員
紿
与
を
比
較
し
、
さ
ら
に
生
計
費
や
国
、
他
の

地
方
公
共
団
体
の
紿
与
な
ど
も
考
慮
し
て
勧
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
勧
售
に
基
づ
き
。
区
舉
会
の
審
議
を
経
て
条
例
に
よ
り
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
A
紿
与
係
V

人件費の状況
( 58 年度普通会計決算)

○ 人件費とは、一般職員に支給される給与と 区長や議員など特別職に支給される給外・報酬・手当のほか共済
費( 社会保険科の事業主負担分) などの 合計をいいます。

○ 普通会計とは、地方自治体相互間の比較を可艇とさせるため、全国同一基準で集計した統計上の会計です。

職員給与 費の状況 ( 59 年度一般会計予算)

○ 給与費は、当初予算に計上された額です。
○ 「職員手当亅のうち主なものは、扶養手当、調整手当、通勤手当、住居手当などで、退職手当は含まれてい
ません。

職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齡の状況
( 59 年4 月1 日現在)

職 員の初任 給の状況 ( 59 年4 月1 日現在)

一般 行政職の 等級別職 員数の状況 ( 59 年4 月1 日現在)

職員手当の状況( 1)

職 員手当の状 況( 2)

○ 当区は保育施設が多いため、48時間勤務職員特別手当の支給

対象者が多くなっています。

特別職の報酬等の状況

○ 報酬額等の決定にあたり、従来の一般職員の給与改定にスライド
させる方式は廃止しました。

○ 特別職には一般職員と異なり、扶養手当、通勤手当、住居手当、

勤勉手当等か支給されません。また、議員には退職手当も支給さ

れ ません。

○ 期末手当の6月期の支給率は、一般職員と同様、60年度から1. 95
月分に引き下げられます。

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
( 59年4 月1 日現在)

○ 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き絖き勤務している場合
は、採用後の年数をいいます。

職員 手当の状況( 3) 昇 給期間短縮の状況

職 員手当の状況( 4)

○ 期末手当の6月期の支給率は、60年度から1. 95月分に引き下げられます。

○ 退職手当の支給率は段階的に引き下げられ、自已都合は61年度から最高限度50. 0月分に、

勧奨・定年は、64 年 度から 最高限度68. 0 月分になります。

○ 退職手当の1人当り平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均

額です。

職員手当の状況( 5) ( 59年4 月1 日現在)

ご
協
力
く
だ
さ
い

工
業
統
計
調
査

石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で

「
工
菓
統
計
飼
査
」
、
お
よ
び

「
石
油
等
消
R
構
造
続
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

「
工
業
続
計
調
査
」
は
、
わ

が
国
の
エ
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
製
造
業
に
鵬
す

る
す
ぺ
て
の
事
槧
所
を
対
象
に

毎
年
贋
査
し
て
い
る
も
の
で

す
。

「
石
油
等
消
費
檎
造
統
計
贋

査
」
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

実
學
を
把
蓚
す
る
た
め
に
調
査

し
ま
す
。

十
二
月
下
旬
か
ら
采
年
一
月

に
か
け
て
、
飼
査
貝
が
各
亊
業

所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
李
f
'
。

問
合
せ
先
　
統
計
係
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み
ん
な
で
広
げ
よ
う

献
血
の
輪

血
液
が
不
足
す
る
冬
季
を
迎

凡
、
滯
尼
る
一
月
七
日
か
ら
二
月

六
日
ま
で
の
一ヵ
月
間
を
「
献
血

推
進
強
調
月
間
」
と
足
め
、
全
国

で
献
血
の
推
進
溽
動
を
実
施
し
ま

す
。区

で
は
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も

必
要
と
す
る
皿
液
が
素
早
く
供
給

で
き
る
ぞ
つ
、
葛
飾
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
と
S
力
し
て
、
区
内
各

所
で
移
勣
採
血
申
に
よ
る
献
血
を

実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

□
献
血
で
き
る
方

▽
年
齡
・
・
・
満
十
六
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
の
方
　
▽
体
耋
・
・
・
男
性

は
四
十
五
。
气
女
性
は
四
"
T
O

幃
以
上
の
方
　
▽
血
圧
…
最
高
血

圧
百
い
む
以
上
の
方
　
▽
血
蔽
…

血
雁
比
重
一
・
〇
五
二
以
上
の
方

▽
前
回
の
採
血
か
ら
一
ヵ
月
を
経

過
し
て
い
る
方
　

▽
妊
娠
し
て
い

な
い
方
、
薬
を
服
用
し
て
い
な
い

方□
献
血
者
に
検
査
の
サ
ー
ビ
ス

献
血
血
液
は
、
血
液
型
、
肝
機

喃
、H
B

抗
原
(
B

型
肝
炎
)
、
血

灣
た
ん
白
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検

査
な
ど
を
実
施
し
、こ
の
結
果
衆

後
日
献
血
者
に
そ
れ
ぞ
れ
通
知
し

ま
す
。

□
血
液
代
金
自
己
負
担
金
は
戻
り

ま
す血

液
セ
ン
タ
ー
か
ら
供
給
さ
れ

る
血
液
は
、
す
ぺ
て
無
科
で
す
。

輸
皿
を
受
け
、
医
療
機
関
に
支
払

つ
た
血
液
代
金
の
う
ち
自
己
負
担

分
(
保
険
で
給
付
さ
れ
な
い
金
額
)

は
、
本
人
等
の
申
漬
に
よ
り
日
本

赤
十
字
社
が
お
返
し
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
各
医
療
機
関
、

葛
飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
(
さ

六
九
三
―
五
七
〇
一
)
へ
。

一
月
の

献
血

予

定

▽
三
日
(

木
)
…
北
千
住
駅
西
口

▽
四
日
(

金
)
・・・
竹
の
獗
駅
東
口

▽
五
日
(
土
)
・・・
北
千
住
駅
西
口

▽
九
日
(
水
)
・・・
西
釿
井
駅
西
口

▽
十
二
日
(

土
)
・
:竹
の
塚
駅
東

口

▽
十
八
日
(

金
)
・
:イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
崚
瀬
店

▽
二
十
一
日
(

月
)
・・・
竹
の
塚
駅

東
口

▽
二
十
七
日
(

日
)
・・
丸

勝
木
材

駐
車
場
(

保
塚
町
四
)

▽
二
十
九
日
(
火
)
・・・
飯
田
百
貨

店
鹿
浜
店
(

鹿
浜
七
-
二
)

▽
三
十
日
(
水
)
・・・
竹
の
襯
駅
東

囗
▽
三
十
一
日
(
木
)
・・・区
役
所
本

庁
舎

※
時
閧
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時

～
午
後
三
時
三
十
分
。
た
だ
し
昼

食
休
憩
時
閧
は
除
く
。

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係
、葛
飾

赤
土
予
皿
液
セ
ン
タ
ー
(
　
六

九
三
-
五
七
〇
一
)

献 血推進強調月間
1月7日～2月6日

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

支

給

し

ま

す

老
人
日
常
生
活
用
具

対
象
　

▽
区
内
在
住
の
六
十
五
歳

以
上
の
寝
た
き
り
、
ま
た
は
こ

れ
に
凖
ず
る
方
　
▽
生
計
中
心

者
の
前
年
の
所
夥
悦
が
四
万
二

千
円
以
下
の
世
帯
に
鵬
す
る
方

支
給
す
る
も
の
　
マ
ッ
ト
レ
ス
(

床
ず
れ
防
止
用
)
、
便
座
(
ポ

ー
タ
ブ
ル
、
据
付
用
)
、
自
勦
消

火
器
、
火
災
警
報
器

申
請
・
問
合
せ
先
　
あ
な
た
の
住

所
を
管
略
す
る
襠
祉
擧
務
所

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
の

機
能
障
害
を
も
つ
方
ヘ

身
体
障
害
者
福
祉
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
十
月
一
日
か
ら
ぼ
う

こ
う
、
寉
た
は
直
腸
の
機
能
鳳
害

の
あ
る
方
も
新
た
に
、
障
害
の
程

度
に
よ
り
身
体
障
害
者
の
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
手
帳
の
申
請
・
問
合

せ
先
　
あ
な
た
の
住
所
を
管
轄
す

る
福
祉
事
務
所

▽
足
立
福
祉
事
稿
所

八
八
八
上
已

四
一

▽
中
部
福
祉
事
務
所

八
八
九
i
一
四
八
一

▽
東
部
福
祉
事
務
所

六
〇
五
-
七
一
〇
五

▽
西
部
福
祉
亊
務
所

八
九
七
-
丘
○
一
一

▽
北
郎
福
祉
事
務
所

八
八
三
-
六
八
〇
〇

保
健
所
だ
よ
り

胃
の
検
診

子
宮
が
ん
検
診

検
診
日
程
　
左
表
の
と
お
り

対
象
　
▽
冐
の
倹
診
・・・
満
三
十
五

歳
以
上
の
区
民
　
▽
子
宮
が
ん

倹
診
・・・
満
三
十
歳
以
上
の
区
民
(

た
だ
し
、
い
ず
れ
も
過
去
一

年
以
内
に
倹
診
を
受
け
て
い
な

い
方
)

費
用
　

胄
の
検
診
・
子
宮
が
ん
検

診
と
も
六
百
円
(

た
だ
し

、
生

活
保
護
鬯
帯
の
方
は
生
活
保
護

の
し
お
n
と

印
か
ん
を
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
住
民
税

非
課
税
証
明
魯
と
印
か
ん
吸

当
日
持
参
す
れ
ぱ
免
除
さ
れ
ま

す
)

検
診
の
で
き
な
い
方
　
▽
胃
の
倹

診
・
;胄
の
手
術
を
し
た
方
、
胃

の
綢
気
で
冶
療
中
の
方
、
妊
娠

し
て
い
る
方
、
ま
た
妊
娠
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
方
　

▽
子
宮

が
ん
椣
診
…
生
理
中
の
方
、
産

婦
人
科
医
で
受
診
中
の
方

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に

、
希

望
検
診
名
、
検
診
日

、
検
診
場

所
、
申
込
者
の
住
所
、氏
名
(
ふ

り
が
な
)
、
性
別
、
生
年
月
日
、

年
齡
、
電
話
番
哽

足
立
保
健

所
で
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
し

た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
受
診
曰

・
番
号
を
記
入
の
う
λ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
(
各
検
診
と
も

一
人
一
枚
限
り
)

申
込
期
限
　
い
ず
れ
も
十
二
月
二
十

四
日
(
当
日
消
印
有
効
)

A
ご
注
意
V
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

子
宮
が
ん
検
診
に
限
り
、
抽
選
に

も
れ
た
方
は
、
区
内
の
産
婦
人
科

医
で
検
診
(
費
用
は
同
じ
)
し
て

い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

。
ま
た
、
東
亰
都
が
ん
検

診
セ
ン
タ
ー
で
検
診
希
望
の
方
、

子
宮
が
ん
検
診
の
産
婦
人
科
医
で

受
診
さ
れ
る
方
は
、
受
診
票
交
付

の
た
め
所
管
の
保
健
所
や
保
健
相

談
所
に
、
後
日
お
い
で
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
廖
T

。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
閾
所
(

〒
1
2
1伊
興
町
前
沼
一
一
五
七

上
(
　

八
五
五
-

四
一
五

一
)

検診日程表

一
般
健
康
診
査

区
で
は
四
十
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
健
康
診
査
を
行
つ
て
い
ま

す
。
検
診
日
は
、
右
下
表
の
と
お

り
で
す
の
で
、
所
管
の
保
健
所
・

保
健
相
諛
所
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
結
核
予
防
法
に
基
づ
く

結
核
検
診
も
同
時
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

費
用
　
▽
一
般
健
康
慇
甼
・
百
円

▽
精
密
診
査
・・・五
百
円
(
生
活

保
護
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
免
除
)

一
般
診
査
の
検
査
内
容
　
問
診
、

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検

査
、X

線
閧
接
撮
彫
等
(
検
査

の
結
果
、
必
竇
が
必
夕

き

れ

た
方
は
、
栲
密
診
査
も
行
い
ま

す
)

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　

保
健
予
防

係
、
足
立
保
健
所
(
　

八
五
五

一
四
一
五
一
)
、江
北
保
健
相
談

所
(
　

八
九
六
一
四
〇
〇
四
)
、

予
住
保
健
所
(
　

八
八
八
一
四

二
七
七
)
、
東
和
保
健
相
談
所

(
　
六
〇
六
-
四
一
七
一
)
、
中

央
本
町
保
健
相
談
所
(
　

八
八

〇
一

一
二
(
五
)

一般健康診査日程一覧表

成
人
病
検
診

日
時
・
場
所
　
毎
週
水
曜
日
・・・
足

立
保
健
所
、
毎
週
金
曜
日
・
:千

住
保
健
所
　
午
前
九
時
～
十
時

※
一
月
第
一
週
は
除
く
。

対
象
　
満
三
十
歳
以
上
の
区
民

検
査
項
目

心
電
図
、
眼
底
、
尿
、

血
屐
な
ど
二
十
三
項
目
(
胃
・

子
宮
が
ん
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
)

費
用
　
五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

(
　
八
五
五
-
四
一
五
一
)
、
千

住
保
健
所
(
　

八
八
八
-
四
二

七
七
)

年
末
年
始
の

休
日
診
療
所

年
末
年
始
の
休
日
診
療

を

、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら

一
月
三
日
ま
で
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

内
科
・
小
児
科
　
千
住
(
　

八
七
〇
-
○
四
六
一
)
、竹

の
碾
(
　

八
八
五
―
五
四

二
こ

、
柬
和
(
　
(

二
九
-

七
八
八
一
)
、
江
北
(
　

八
九
六
i
四
〇
一
〇
)

の

各
休
日
診
療
所

※
千
住
・
竹
の
塚
は
凖
夜
間

診
療
も
行
い
ま
す

。

歯
科
　
竹
の
塚
休
日
歯
科
診

療
所
　
　

八
八
五
-
五
四

ニ

ー

※
診
療
受
付
時
閧
は
、午
前

十
時
～
午
後
四
時
(
凖
歿
問

は
、午
後
五
時
～
九
時
三
十

分
)

ま
で
で
す
。

年
末
年
始
の
区
役
所
窓
口

区
役
所
の
年
末
年
始
の
事

務
取
扱
い
は
次
の
と
お
り
に

な
り
拿
T
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▽
年
末
は
十
二
月
二
十
八
日
(

金
)
で
終
わ
り
、
新
年

は
一
月
四
日
(

金
)
か
ら

業
務
を
始
め
ま
す
。

ひ
ろ
ば

鈴木顕一さん( 谷在家)

□
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

日
曜
を
中
心
に
荒
川
土
手
奮
疋

る
仲
間
を
募
糂
し
欒
T

。
性
別
、

年
齡
を
問
わ
ず

、
費
用
は
無
料
。

申
込
方
法
　

往
復
(
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、年
齢
、職
業
(

学
校

名
)
、電
話
番
号
を
記
入
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先
　
西
呰
は
じ
め
(

〒
1
2
0千
住
仲
居
町
一
八
-
一

す
み
れ
荘
　
　

八
八
一
〒

二
〇

九
六
)

□
初
心
者
水
泳
会
員
募
集

日
時
　
毎
週
水
曜
日
、
午
前
十
一

時
三
十
分
～
午
後
一
時
三
十
分

場
所
　
水
元
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー

ル
費
用
　
入
会
金
千
円
、
月
額
二
千

五
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
兵
　
　

六
〇

五
1
二
二
〇
七

□
パ
ス
テ
ル
会
会

員
募
集

日
時
　
毎
月
第
一

・
三
木
曝
日
、

午
後
六
時
四
十

五
分
～
八
時
三

十
分

場
所
　
中
央
本
町

扛
会
教
育
館

費
用
　
月
額
二
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
山
田
　
　
八

七
〇
⊥
(
四
匸
一
(
夜
間
)

□
女
性
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
募
集

日
程
　
毎
週
日
雁
日
、
二
時
間

場
所
　
中
川
小
学
校

対
象
　
婦
人
(
学
生
を
除
く
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
内
田
　
　
六

○
五
-
三
〇
五
六

□
手
話
学
習
会

日
時
　
昭
和
六
十
年
一
月
九
日
か

ら
毎
週
水
週
日
、午
後
六
時
三

十
分
～
八
時
三
十
分

場
所
　
東
部
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ
先
　
小
林
　
　
(

○
五
i
O
七
三
一

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

字
圀
千
庄
一
-
四
-
一
八
)

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
ヘ

年
末
届
の
お
知
ら
せ

区
内
在
住
・
在
勦
の
医
師
、

歯
料
医
師
、
薬
剤
師
、
お
よ

び
区
内
在
動
の
保
健
婦
、
助

産
呀
、
肴
護
婦
(
士
)
、
准
舂

霞
婦
(
士
)
、
幽
科
衛
生
士
、

歯
科
技
工
士
の
方
は
一
月
十

五
日
ま
で
に
年
末
届
を
保
健

所
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
保
健
所
医
筋
担

当

あっせんします

私立高校入学資金融資

区
で
は
、
お
子
さ
ん
が
私
立
の
高
校

ま
た
は
高
等
専
門
学
校
へ
入
学
す
る
に

あ
た
り
、
入
学
金
等
に
お
困
り
の
方
に

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ホ
す
。

申
込
資
格
　
▽
私
立
の
高
校
ま
た
は
馮

等
専
門
学
校
進
学
予
定
者
と
同
居
し

て
い
る
保
霞
者
　
▽
区
内
に
引
き
続

き
一
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
　

▽
住
民
税
を
乕
納
し
て
い
な
い
こ
と

▽
昭
和
五
十
八
年
中
の
年
収
が
次
の

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
(

給
与
所
得

者
…
支
払
い
給
与
の
総
額
を
(
百
万

円
以
下
、
亊
業
所
寿
者
・
:
総
所
碍
額

等
が
四
百
八
十
万
円
以
下
)

融
資
金
額
　
卜
万
円
以
上
五
十
万
円
以

下
(
一
万
円
単
位
)

利
率
　
年
六
%

返
済
　
融
資
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
以

内
(
元
金
均
等
月
賦
償
還
)

保
証
　
金
融
機
関
所
定
の
保
証
基
金
の

保
証
を
受
け
て
い
た
だ
4
ま
す
。
保

証
料
は
区
で
負
袒
し
ま
す

申
込
方
法
　
学
務
第
二
課
振
興
係
で
受

け
付
け
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
区
内

中
学
校
在
学
者
に
つ
い
て
は
各
中
学

校
で
、
そ
の
他
の
方
は
振
興
係
で
、

一
月
十
日
か
ら
交
付
し
ま
す

申
込
期
間
　
昭
和
六
十
年
一
月
十
六
日

～
二
月
十
E
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
学
務
第
二
課
振
興

係

街
路
灯
が
点
灯
し
な
い
と
き

区
内
に
は
、
区
で
管
理
す

る
街
路
灯
(
オ
レ
ン
ジ
色
)

が
二
万
七
千
灯
あ
り
ま
す
。

こ
の
街
路
灯
が
点
灯
し
な

い
と
声
ほ
、
所
在
地
お
よ
び

簪
理
番
碍
を
お
知
ら
せ
ぐ
だ

さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ
先
　
第
二
庁

舎
街
路
照
明
係
　
　
八
八

九
-
六
一
六
一

縦
覧
し
て
い
ま
す

都
市
計
画
自
鬚
西
地
区
第
二
種

市
街
地
再
開
発
事
業
(
変
更
)

東
亰
都
市
計
図
白
鬚
西
地

区
第
二
種
市
街
地
再
閲
発
事

集
(

変
更
)
の
環
境
影
響
評

価
書
案
が
、
十
二
月
十
一
日

公
示
さ
れ
ま
し
た

。

評
価
書
案
に
は
、
こ
の
事

業
が
影
響
痴
及
ぽ
す
と
思
わ

れ
る
大
気
汚
染
、
騒
音
、
振

勣
、
電
波
障
害
な
ど
八
項
目

に
つ
い
て
予
測
と
評
価
が
な

さ
れ
て
い
ホ
す
。

こ
の
縦
覧
に
よ
り
、
環
墫

保
全
の
見
地
か
ら
意
見
を
求

め
た
あ
と
、
評
価
寤
案
に
つ

い
て
知
亊
に
よ
る
公
聴
会
が

閧
か
れ
る
予
定
で
す

。

公
聴
会
の
後
、
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
対
し

て
事
業
者
が
見
解
廝
を
作
氓

し
ま
す
。
見
解
書
は
再
び
縦

覧
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
意
見
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
事
鵞
者
は

皆
さ
ん
の
意
見
や
知
亊
の
謇

査
意
見
S
に
基
づ
い
て
評
価

番
案
に
検
討
を
加
え
最
終
的

な
評
価
S
を
作
成
し
ま
す
。

評
価
書
案
の
縦
覧
場
所
　
▽

都
環
境
保
全
局
環
境
眥
理

部
　
▽
区
役
所
饑
境
保
全

課
　
▽
常
東
図
S
館

縦
覧
期
限
　
昭
和
六
十
年
一

月
十
八
日

意
見
書
の
提
出
　
評
価
售
実

に
つ
い
て
、
環
境
保
全
の

見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
方

は
、
都
知
亊
に
意
見
紺
を

槻
出
で
幸
豕
す

提
出
期
限
　
昭
和
六
十
年
一

月
二
十
五
日

提
出
先
　
都
環
境
保
全
局
環

境
贊
理
留
管
理
課
　
　
二
I

四
一
七
四
一
一

問
合
せ
先
　
前
記
提
出
先
ま

た
は
区
役
所
公
害
監
倪
係

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

□
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し

ょ
う厚

生
年
金
や
共
済
組
‘一
な

ど
職
場
の
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
方
は
、
必
ず
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ぱ
な
り

ま
せ
ん

。
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
や
昼
問
部
の

大
学
生
な
ど
は
希
望
に
よ
り

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す

。国
民
年
金
に
加
入
し
た
方

は
、
加
入
中
、
訶
気
や
ケ
ガ

な
ど
で
障
售
に
な
っ
た
と
き

に
は
「
陣
害
年
金
」
、
ご
主
人

が
な
く
な
ら
れ

、
母
子
家
庭

に
な
っ
た
｀
Eき
に
は
「
毋
子

年
金
」
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま

す

。

□
国
民
年
金
相
談

日
時
　
一
月
九
日
(
水
)
、
午

前
十
時
I
午
後
三
時
三
十

分
場
所
　
区
役
所
二
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
国
民

年
金
課
適
用
係
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募 集・ 催し もの

足 立区民体育大会

スキー競技会

東京都民体育大会
足立区予選会

日
時
　
二
月
三
日
(
日
)
、午
前
九

時
ゼ
ッ
ケ
ン
交
付

場
所
　
新
潟
県
浅
貝
ス
キ
ー
場

参
加
資
格
　
区
内
在
庄
・
在
動
・

在
学
の
方
お
よ
び
区
内
ス
キ
ー

団
体
に
所
瓢
す
る
方

種
目
・
競
技
方
法
　
一
般
の
部
、

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
(
中
学
生
以

下
)
、
各
回
転
輓
技

参
加
費
　
一
般
二
千
円
、
ジ
ュ
ニ

ア
千
円
(
た
だ
し
、
交
通
宿
泊

費
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
)

申
込
方
法
　
直
接
申
込
先
へ

申
込
期
限
　
一
月
二
十
五
日

主
催
　
足
立
区
、区
教
育
委
戝
会
、

区
体
育
協
会

主
管
　
足
立
区
ス
キ
ー
連
盟

申
込
・
問
合
せ
先
　
バ
ム
ス
ポ
ー

ツ
【
千
墜
テ

七
五
　
　
八
八

】〒
七
九
〇
〇
)

区
民

ス
ケ

ー

トス
ク

ー

ル

日
程
　
二
月
九
日
(
土
)
、午
後
三

時
足
立
区
役
所
前
出
発
　
十
日

(
日
)
、午
後
四
時
帰
着
予
定

場
所
　
御
殿
場
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

対
象
　
一
般
区
民

定
員
　
九
十
名
(
先
者
頤
)

費
用
　
五
千
五
百
円
(
小
学
生
以

下
は
五
千
百
円
)

※
食
事
は
つ
瘴
汞
せ
ん
。

申
込
方
法
　
直
接
体
育
課
窓
囗
、

ま
た
は
電
話
で
区
ス
ヶ
I
ト
連

a
(
　
八
八
一
一
九
〇
六
五
一

長
谷
部
)
へ
予
約
の
こ
と

申
込
期
限
　
一
月
二
十
六
日

問
合
せ
先
　
体
育
課

新
年子

ど
も

た
こ
あ
げ

大
会

冬
休
み
を
利
用
し
て
作
つ
た
、

手
づ
く
り
の
た
こ
を
競
い
台
い
ま

す
。

日
時
　
一
月
二
十
日
(
日
)
、
午
前

十
時
か
ら
(
雨
天
の
場
台
は
、

二
十
七
日
に
延
期
)

場
所
　
日
の
出
緑
地
グ
ラ
ン
ド

対
象
　
区
内
の
子
ど
も
会
等
の
会

貝
(
た
だ
し

、
尠
加
者
全
員
に

よ
る
た
こ
あ
げ
の
参
加
は
自

由
)

大
会
内
容
　
▽
個
人
竸
技
…
た
こ

の
形
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
エ
夫

を
こ
ら
し
た
も
の
を
自
分
で
作

り
、事
前
に
審
査
を
受
け
、大

会
当
日
た
こ
あ
げ
審
査
を
行
う

▽
ブ
ロ
ッ
ク
競
技
・
;
各
地
区
少

年
団
体
協
議
会
の
代
表
且

人
)
　

に
よ
り
行
う

申
込
方
法
　

▽
個
人
競
技
・
:地
少

協
ま
た
は
青
少
年
係
に
あ
る
申

込
沓
に
記
入
の
う
兄
、
各
地
少

協
を
通
じ
て

、
た
こ
と
一
緒
に

捉
出
の
こ
と
　
▽
ブ
ロ
ッ
ク
競

技
・・・
当
日
受
け
付
け
ま
す

申
込
期
限
　

▽
個
人
競
技
・一
二

月

七
日
　

▽
ブ
ロ
ッ
ク
藐
技
…
大

会
当
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
責
少
年
係

公
社
だ
よ
り

年
末
年
始
の

公
社
施
設

年
末
年
始
と
館
内
整
備
の
た
め

全
て
の
公
社
施
設
は
十
二
月
ニ
ト

ハ
日
か
ら
一
月
四
日
ま
で
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

勤
労
福
祉
会
館

の
お
知
ら
せ

放
送
設
備
改
修
工
事
の
た
め
左

記
期
間
集
会
室
の
貸
し
出
し
を
中

止
し
ま
す
。
な
お
、
受
付
事
務
は

平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

貸
出
中
止
期
間
　
三
月
一
日
～
十
日

問
合
せ
先
　
勤
労
福
祉
会
館
　
　

八
四
〇

―二
五
二
五

総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
事
業

□
コ
ロ
ン
・
コ
ロ
ン
教
室

日
時
　
二
月
八
日
上
二
月
二
十
九

日
の
毎
週
金
曜
口
、
午
後
四
時

一
五
時

内
容
　
柔
道
の
受
身
を
中
心
と
し

た
軽
運
動

対
象
　
五
歳
児
!
小
学
生

定
員
　
五
十
名

受
講
料
　
八
百
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
二
月
一

日
、
午
後
四
時
か
ら
(
保
護
者

の
み
)

□
柔
道
教
室

日
時
　
二
月
八
日
～
三
月
二
十
九

日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
唆
五
時

上
(
時

内
容
　
柔
道
の
棊
本
動
作

対
象
　
コ
ロ
ン
ーコ
ロ
ン
教
室
の

條
了
者
か
柔
通
の
受
身
の
で
き

る
小
学
生

定
員
　
五
十
名

受
講
料
　
八
百
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
コ
ロ
ン

ー
コ
ロ
ン
教
室
と
同
じ

□
健
康
・
体
力
づ
く
り
相
談

日
時
　
毎
週
日
曜
日
午
前
ヤ
時
～

午
後
二
時

内
容
　
ど
ん
な
運
勣
を
ど
の
く
ら

い
し
た
ら
良
い
か
な
ど
の
運
勣

処
方
、
各
種
健
康
相
談

対
象
　
一
般
区
民

費
用
　
無
料

※
相
談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
総
a

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
1
　
　
八

五
九
-
ハ
ニ
ー
一

水
彩
画
教
室

日
時
　
一
月
十
六
日
～
三
月
二
十

日
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
六
時

三
十
分一
八
時
三
十
分

場
所
　
佐
野
杠
会
教
育
館

内
容
　
水
彩
圃
の
描
き
方
を
基
礎

か
ら

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勦
・
在
学

者
で
絵
に
興
味
を
持
つ
方

定
員
　
四
卜
名
(
先
杓
順
)

費
用
　
受
講
料
二
千
円
、
画
材
二

千
円
程
度

申
込
方
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
佐
野
杠
会
教

育
館
　
　
(
二
八一
三
二
七
三

親
と
子
の

折
り
紙
教
室

子
ど
も
と
と
も
に
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
一
月
二
十
四
日
、二
月
一

曰
・
八
日
・
十
四
日
・
二
十
二

囗
、三
月
一
日
・
七
日
・
十
五

口
、い
ず
れ
も
午
前
卜
時
～
十

一
時
三
十
分

場
所
　
舎
人
杠
会
教
育
館

対
象
　
小
学
校
入
学
前
(
四
歳
～

六
歳
)
の
児
童
と
毋
親

募
集
人
員
　
二
十
組
(
申
込
多
歓

の
場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
折
り

紙
教
室
参
加
希
望
、
住
所
、
氏

名
、
子
の
氏
名
と
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
　

一
月
十
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
舎
人
社
会
教

弯
館
(
I
l
-
s
u
2
1

舎
人
一
上
一
〒

一

七
　
　

八
五
七
-
○
○
○
八
)

初
心
者
の
た
め
の

レ
ザ
ー

ク
ラ
フ
ト
教
室

日
時
　
匸
月
二
十
二
日
一
二
月
二

土
(
日
の
毎
週
火
曜
日
、
午
後

七
時
一
九
時

場
所
　
中
央
本
町
扛
会
教
介
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

内
容
　
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、ペ
ル
ト

、

ク
ラ
ッ
チ
バ
ッ
グ
、
コ
イ
ン
(
I

ス

定
員
　
三
卜
名

受
講
料
　
二
千
円
、教
材
貲
は
実

費
負
袒

申
込
方
法
　
仕
復
(
ガ
キ
で

、
敦

室
名
、
付
所

、
氏
名
、
年
齡
、

電
話
番
サ
、
動
務
先
を
記
入
の

こ
と

申
込
期
限
　
十
二
月
二
卜
匕
日

(肖
日
消
印
有
効
)

申
込
先
　
中
央
本
町
社
会
軟
育
館

(
〒
1
2
1
中
央
本
町
二
-
一
瓦
-
一
　
　

玳
五
二
-
一
四

二
)

入
園
案
内

上
総
湊
健
康
学
園

子
供
の
健
康
に
心
配
の
あ
る
方

は
、
子
供
の
将
来
の
た
め
、
ぜ
ひ

上
総
湊
健
康
学
園
で
健
康
を
と
り

も
ど
き
せ
て
く
だ
さ
い
。

園
は
常
舂
の
南
房
総
湊
海
岸
に

面
し
、
す
ぱ
ら
し
い
自
然
環
境
の

中
で
、
小
人
数
の
ク
ラ
ス
に
よ
る

き
め
細
か
い
学
習
指
導
、
健
康
指

導
が
受
け
ら
れ
、
日
中
か
ら
夜
ま

で
保
母
や
肴
護
婦
が
世
話
を
し
て

い
ま
す
。

募
集
対
象
・
人
員
　
小
学
校
三
年

よ
(
年
、
各
学
曁
一
十
名
(

計

馘
卜
名
)

費
用
　
一
ヵ
月
・
:
約
一
乃
八
千
円

(
冢
庭
の
亊
情
に
よ
り
、
減
願
、

免
除
の
制
度
あ
り
)

申
込
方
法
　
現
在
の
学
校
の
担

任
、養
護
の
先
生
に
一
月
三
t

一
日
ま
で
に
申
し
込
む
こ
と

問
合
せ
先
　

学
秘
第
二
課
学
校
保

健
係

湯
河
原・
伊
豆
高
原
「あ
だ
ち
荘
」

三
月
利
用
に
つ
い
て
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。
申
し

込
み
は
、
一
保
養
所
一
グ
ル

ー
プ
、(
ガ
キ
ー
枚
に
限
り

ま
す
。

な
お
空
室
が
あ
る
場
合

は
、
利
用
日
の
三
日
前
ま
で

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
電
話

等
で
確
認
の
う
え
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

児

童

緊

急

一
時
保
護
制
度

ほ
親
が
お
産
を
し
た
り
、
病
気

で
祠
院
へ
行
く
必
要
が
で
膏
た
時

に
、
昼
間
だ
け
児
童
を
一
時
保
護

す
る
制
度
で
す
。

預
か
る
児
童
　
生
後
三
ヵ
月
以
上

学
齡
未
満
児
を
三
人
ま
で

預
か
る
時
間
　
午
前
八
時
～
午
後

五
時
ま
で
の
必
要
聚
少
時
間

保
護
料
金
　
一
時
間
に
つ
き
二
百

円
。
五
時
以
降
は
一
時
間
に
つ

き
三
百
円
(
た
だ
し
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯

は
料
金
免
除
)

依
頼
方
法
　
預
か
っ
て
ほ
し
い
方

に
直
接
電
話
で
連
絡
の
こ
と

※
な
お
、
千
住
・
梅
島
・
鹿
浜
地

区
で
は
児
童
を
預
か
っ
て
い
た
だ

く
方
(
児
童
緊
急
一
時
保
護
者
)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
保
育
課

募
集
し
ま
す

家
庭
福
祉
員

保
弯
に
欠
け
る
乳
児
の
た
め
、

家
庭
に
お
い
て
保
育
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

。(特
に

千
住
東
口
、
綾
瀬
地
区
の
方
)

資
格
　
▽
二
十
五
歳
～
五
十
歳
の

心
身
と
も
に
健
康
な
方
　

▽
保

母
、
教
貝
、
助
産
婦
、
保
健
婦
、

ま
た
は
看
護
婦
の
資
格
が
あ
る

こ
と
　
▽
現
に
養
育
し
て
い
る

六
歳
禾
員
の
児
童
が
い
な
い
こ

と
　
▽
保
育
専
用
室
と
し
て
六

畳
以
上
の
部
屋
が
、
原
則
と
し

て
一
階
に
あ
る
こ
と

預
か
る
児
童
　
三
歳
禾
渦
の
児
童

を
三
人
ま
で

預
か
る
時
間
　
午
前
八
時
～
午
後

五
時

※
区
か
ら
保
育
経
費

、
振
興
費
、

行
事
費
、
賠
償
責
任
保
険
料
等
を

補
助
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
保
育
課

児童緊急一時保護者( 預か る方)

北
千
住
駅
周
辺

有
料
登
録
制
自
転
車
駐
車
場

北
千
住
駅
周
辺
の
放
苣
自
転

申
蚩
な
く
す
た
め
に
区
で
は
、

北
千
住
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車

場
を
来
年
二
月
二
十
日
を
目
途

に
整
備
し
て
い
ま
す
。

こ
の
自
転
車
駐
車
場
は
有
料

登
録
制
で
す
の
で

、
次
の
要
領

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

登
録
申
込
受
付
期
限
　
十
二
月

三
十
一
日
(
当
日
消
印
有
効
)

申
込
方
法
　
次
の
串
項
を
記
入

の
つ
凡
、往
復
(
ガ
キ
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
　
①
住

所
　
②
氏
名
　
③
職
業
(
学

生
は
学
年
)
　
④
連
絡
先
電

話
番
号
　
⑤
駐
車
場
を
夜
間

利
用
し
て
、会
社
、学
校
に

通
黔
通
学
す
る
方
は
そ
の

会
杠
、学
校
の
所
在
地
　
⑥

希
望
す
る
自
転
車
駐
申
場
　
　

名
　
⑦
定
期
利
用
か
晋
通

利
用
の
区
分
　
⑧
心
身
障

害
者
の
方
は
手
幔
番
号
と

等
級

選
考
と
通
知
　
申
し
込
み
者

の
中
で
遠
距
離
者
か
ら
登

録
し
ま
す
。
登
録
等
の
結

簗
に
つ
い
て
は
、
二
月
十

日
頃
ま
で
に
通
知
し
ま

す
申
込
・
問
合
せ
先
　

交
通
安

全
対
策
課
(

〒
1
2
0千
住

一
-
四
-
一
八
)

※
駅
か
ら
お
お
む
ね
3
0
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
は
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
す
る
予
定
で
す
。

◎ 登録制( 有料)自転車駐車場

◎ 利 用 資 格
1、足立区または隣接する区に住所または勤務
先・学校がある方

2、通勤または通学のため利用される方
3、住所または勤務先・学校が駅からおおむね
800メートルを超える距離にある方
( 心身障書の方は除く)

※ バイク者等は利用はできません
◎ 駐 車 料 金
定期利用　6カ月10, 000円　3カ月5, 000円

1カ月1, 800円
※ 学生( 小・中・高) ・心身障害者の方は半額
普通利用1日1回100円

※ 1カ月に10日以上、通勤・通学に利用きれる方が北千住南自転中駐車場のみ利用でき　

ます

掲示
板

年
末
・
年
始
の

都
税
窓
口

□
都
税
亊
務
所
、
自
動
車
税

亊
務
所
の
事
務
取
扱
い
は
、

よ
百
二
十
八
日
で
終
り
、

新
年
は
一
月
四
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

水
道
局
か
ら
の

お

願

い

□
道
略
漏
水
を
発
見
の
際

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
上

一
月
か
ら
三
月
の
凍

結
時
期
は
、
ス
リ
ッ
ブ
等
の

事
故
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
▽
足
立
区
日
光
街
遊

か
ら
西
側
の
全
部
・
千
住

地
区
…
東
部
第
二
支
所

(
　
八
〇
七
-
五
二
二
六
)
▽

L
記
以
外
の
足
立
区
…

本
田
出
張
所
　
(
九
一
-

八
六
三
)
<
日
曜
・
祭

日
を
含
む
二
十
四
時
間
受

付
>

□
冬
は
水
道
管
の
凍
結
や
破

裂
が
多
く
な
り
李
罵

屋
外

に
あ
る
も
の
、
霖
出
し
て
い

る
も
の
な
ど
は
十
分
に
防
寒

を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
　
足
立
東
営
業
所
(

六
〇
六
1

ニ

ー
五

一
)
、
足
立
西
営
業
所
(
　

八
九
六
-
四
二
二

匸

年
末
・
年
始
の

清
掃
作
業

□
普
通
ゴ
ミ
(
容
器
・
分
別
)

十
二
月
三
十
日
ま
で

、
一

月
五
日
か
ら
収
集
、
集
積
所

の
ビ
ラ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
粗
大
ゴ
ミ

年
末
は
で
き
る
だ
け
早
目

に
ご
遲
絡
く
だ
さ
い
。
年
始

は
、
一
月
十
四
日
か
ら
集
め

ま
す
。

□
し
尿
の
収
集

受
け
付
け
は
、
十
二
月
二

十
九
日
ま
で

。
年
始
は
一
月

五
日
か
ら
で
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
東
灣
掃
奉

筋
所
(
　

八
八
九
-
〇
七

二
)

、足
立
西
濟
掃
亊
務

所
(
　

八
五
三
-
ニ

ー
四

一
)

A. K. 　240, 000


